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第 2 章  品詞

	 1	 名詞―“名词 míngcí”

　中国語の名詞には、英語に見られる可算名詞と不可算名詞
の区別、単数形と複数形、定冠詞 / 不定冠詞との関係などの
こまかい文法上のルールはありません。だいたい日本語の名
詞と同じように考えてよいのですが、それでも部分的に日本
人学習者がわきまえておくべき、いくつかの中国語特有の性
質があります。

1.1 接尾辞つき名詞
　もともとは中国語で、今ではすっかり日本語にとけ込んで
いる「椅子」、「扇子」の「子」は子どもという意味ではなく、
いわばおまけとしてついている接尾辞です。
　中国語の名詞の中には“子 zi”、“儿 r”、“头 tou”などの接
尾辞のついたものがあります。

子

桌子 zhuōzi　
筷子 kuàizi　
杯子 bēizi　
裤子 kùzi　
裙子 qúnzi　
蚊子 wénzi　
鼻子 bízi　

［テーブル、机］
［箸］
［コップ、グラス］
［ズボン、スラックス］
［スカート］
［蚊］
［鼻］

儿

画儿 huàr　
活儿 huór　
空儿 kòngr　
冰棍儿 bīnggùnr 
老头儿 lǎotóur　
小孩儿 xiǎoháir　

［絵］
［仕事］
［ヒマ］
［アイスキャンデー］
［年寄り］
［子ども］

头

木头 mùtou　
舌头 shétou　
枕头 zhěntou　
石头 shítou　
里头 lǐtou　

［〈材料としての〉木］
［舌］
［枕］
［石］
［中、内］

1.1 接尾辞つき名詞

“子”、“儿”“头”は接尾
辞。

第
1
章  

文
の
構
成
素

第
2
章  

品
詞

第
3
章  

フ
レ
ー
ズ

第
4
章  

文
成
分

第
5
章  

文

第
6
章  

中
国
文
法
の
要
点

1. 名詞

11

　日本語では「杯」、「蚊」、「木」、「石」はそれぞれ自立した
一つの単語ですが、現代中国語では“杯”、“蚊”、“木”、“石”

は単語より下位レベルの形態素で、それだけでは単語として
自立しません。おまけのように見える接尾辞“子”、“儿”、

“头”のサポートがあってはじめて単語として自立できるよう
になります。
　ただし、“儿”は少し性質が異なり、“花 huā”＝“花儿 huār”
（花）のように、“儿”があってもなくてもよい場合もあります。
　以上の例の他にも、日本語では一つの単語である「月

つき

」、
「父

ちち

」、「母
はは

」、「耳
みみ

」、「眼
め

」という漢字が、中国語ではふつう単
語として自立することができず、“月亮 yuèliang”、“父亲

fùqin”、“母亲 mǔqin”、“耳朵 ěrduo”、“眼睛 yǎnjing”のよ
うに二音節になってはじめて単語として自立できるというよ
うなことがあります。
　中国語に習熟するためには、ある一つの漢字が単語として
の自立性をそなえているかどうかを感じとる感覚を身につけ
ることが必要になります。

1.2 “们 men”

　人称名詞や人を指す名詞の後に“们 men”が付くと「～ら、
～たち」という意味を表します。例えば；

我们 wǒmen ［われわれ、私たち］

你们 nǐmen ［きみら、きみたち、あなたたち］

家长们 jiāzhǎngmen［父母たち、保護者たち］

朋友们 péngyoumen ［友人のみなさん、友人の方々］

　英語の可算名詞の複数形の -s、-esとはかなり性質が異なっ
ていて、2冊以上、2台以上であっても“书 shū”（本）、“汽车

qìchē”（自動車）などの名詞には、ふつう“们”は付きません。

▶3頁
　第1章　文の構成素
　2　形態素

接尾辞のサポートは重要。

漢字の自立度に注意。

1.2 “们 men”

“蝴蝶们 húdiémen”（ちょ
うちょたち）のような擬
人化用法を除く。
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　また日本語の「～たち」とも少し違っていて、“五 个 wǔ 
ge” などの具体的数量を表す語や、“很 多 hěn duō”のよう
な「多くの、たくさんの」という意味の語句が前にあると
“们”は付きません。

●くらべてみよう

日本語
中国語

正 誤

5 人の学生たち 五 个 学生 ＊五 个 学生们

おおぜいの学生たち 很 多 学生 ＊很 多 学生们

1.3 時間詞 “时间词 shíjiāncí”

　“明天 míngtiān”（あした）、“上午 shàngwǔ”（午前中）、“夏天

xiàtiān”（夏）のように、広い意味で時間を表す名詞は文中で
状語になることができます。

我
Wǒ
　明

míngtiān
天　再

zài
　来

 lái.
。

暑
Shǔjià
假　里

li
　图

túshūguǎn
书馆　上

shàngwǔ
午　开

 kāimén.
门。

　ふつうの名詞にはこの機能がなく、時間を表す名詞特有の
性質であるため、時間を表す名詞は時間詞という名称が与え
られて特別扱いされています。

1.4 方位詞 “方位词 fāngwèicí”

　名詞の中で、14 頁の表に挙げたような方向、方角、位置を
表すものを方位詞といいます。

「～たち」≠“们”

くらべてみよう！

1.3 時間詞 “时间词 shíjiāncí”

私はあしたまた来ます。

夏休み中、図書館は午前
中開いています。

▶178 頁
　第 4 章　文成分
　5　状語

1.4 方位詞 “方位词 fāngwèicí”
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　方位詞には“上 shàng、下 xià……、东 dōng、南 nán……”

のような単音節方位詞と、“上边 shàngbian……、前面 qián-
miàn……”のような二音節方位詞とがあります。
　日本語では「上、下、前、……東、西……」はそれぞれ一
つの単語として自立しますが、中国語の単音節方位詞は一部
の比較的固定した表現を除いて、ふつう単独で使われること
はありません。

向 前 看 xiàng qián kàn ［前を見る］

往 后 退 wǎng hòu tuì ［後ろに下がる］

向 右 拐 xiàng yòu guǎi ［右にまがる］

往 东 走 wǎng dōng zǒu ［東の方に進む］

のように介詞フレーズにしたり、

屋子 里 wūzi li ［部屋］

院子 里 yuànzi li ［庭］

食堂 里 shítáng li ［食堂］

手 里 shǒu li ［手］

桌子 上 zhuōzi shang ［テーブル］

操场 上 cāochǎng shang ［グラウンド］

书架 上 shūjià shang ［本棚］

树 上 shù shang ［木］

のように方位フレーズにして使います。

　二音節方位詞である“上边 shàngbian、……上面 shàng-
miàn、……上头 shàngtou……”の“- 边、- 面、- 头”は単
語としての自立性をサポートするための接尾辞です。また、
“- 边、- 面、- 头”の三つについて、どんな時にどれを使う
かという明確な使い分けのルールのようなものはありません。

方位詞はふつう単独では
使われない。

▶152頁
　第 3章　フレーズ
　3.1　介詞フレーズ

▶157頁
　第 3章　フレーズ
　3.3　方位フレーズ

“边”、“面”、“头”は接
尾辞。
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 方位詞の一覧表

単音節 
方位詞

二音節方位詞
後に 

“-面 miàn、-边 bian、 
-头 tou” が付くもの

前に 
“以 yǐ”、“之 zhī”

が付くもの

上 shàng 上面 上边 上头 以上 之上

下 xià 下面 下边 下头 以下 之下

前 qián 前面 前边 前头 以前 之前

后 hòu 后面 后边 后头 以后 之后

左 zuǒ 左面 左边

右 yòu 右面 右边

里 lǐ 里面 里边 里头

外 wài 外面 外边 外头 以外 之外

中 zhōng 之中

内 nèi 以内 之内

间 jiān 之间

旁 páng 旁边

东 dōng 东面 东边 东头 以东

南 nán 南面 南边 南头 以南

西 xī 西面 西边 西头 以西

北 běi 北面 北边 北头 以北
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発展 「モノ」を表す名詞と「場所」を表す名詞

　例えば日本語で；
　　①イタリア製のバッグが欲しい。
　　②ポケットから出してバッグに入れた。
と言う時、①のバッグは「モノ」としてのバッグである
のに対し、②のバッグは「場所」としてのバッグである
と考えられます。しかし、この違いは形の上に反映され
るわけではないので、ことさら意識にのぼることもない
でしょう。
　ところが中国語では；

③ 买
Mǎile
了　一

yí
　个

ge
　新

xīn
　包

 bāo.
。

④	 护
Hùzhào

照　放
fàngzài

在　包
bāo

　里
li
　了

 le.
。

のように、“包”という名詞は「モノ」としてのバッグで
はあっても「場所」としてのバッグを表すことはありま
せん。場所であることを示すためには、例えば④のよう
に方位詞“里”を加えて方位フレーズにしなければなり
ません。
　中国語では「モノ」でしかない名詞を使って「場所」
であることを示したい時には、入れ物としての場所であ
れば方位詞“里”を、面としての場所であれば方位詞
“上”を加えて方位フレーズを形成します。例えば；

①	入れ物としての場所
屋子 里 wūzi li ［部屋］

房间 里 fángjiān li ［部屋］

抽屉 里 chōuti li ［ひきだし］

衣兜 里 yīdōu li ［ポケット］

発展 発展 

一つの新しいバッグを
買った。

パスポートはバッグに入
れた。
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院子 里 yuànzi li ［庭］

森林 里 sēnlín li ［森、ジャングル］

树林 里 shùlín li ［林］

②	面としての場所
墙 上 qiáng shang ［壁］

床 上 chuáng shang ［ベッド］

黑板 上 hēibǎn shang ［黒板］

书架 上 shūjià shang ［本棚］

操场 上 cāochǎng shang ［グラウンド］

屋顶 上 wūdǐng shang ［屋根、屋上］

しかし、中には；

　小
Xiǎo-Lǐ

李　在
zài
　图

 túshūguǎn.
书馆。

　小
Xiǎo-Lǐ

李　在
zài
　图

túshūguǎn
书馆　里

 li.
。

のように“里”があってもなくても場所であることを表
す場合もあります。
　例えば；

学校 xuéxiào ［学校］

教室 jiàoshì ［教室］

图书馆 túshūguǎn ［図書館］

食堂 shítáng ［食堂］

办公室 bàngōngshì ［事務室］

工厂 gōngchǎng ［工場］

李さんは図書館にいます。

同上
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などは、“里”があってもなくても場所を表すことのでき
る名詞です。
　また、

中国 Zhōngguó ［中国］

日本 Rìběn ［日本］

北京 Běijīng ［北京］

纽约 Niǔyuē ［ニューヨーク］

のような地名は後に“里”を加える必要がありません。
　このように、日本語では「モノ」と「場所」の区別に
関してきわめておおらかですが、中国語ではけっこうシ
ビアなので、“……里”、“……上”という形に対する感覚
を鋭敏にしておくとよいでしょう。

1.5 述語になる名詞
　日本語の名詞とは違って、中国語の名詞の中にはそのまま
で文の述語になれるものがあります。くわしくは第 4 章　文
成分❷述語 で説明します。

1.5 述語になる名詞

▶165 頁　


